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ニッセイ日本株リサーチオープン
愛称：より獲り実獲り
追加型投信／国内／株式

基準価額・純資産の推移 基準価額および純資産総額

分配の推移（１万口当り、税引前）

組入比率

基準価額の騰落率（税引前分配金再投資）

組入上位10業種

運 用 実 績

※上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。
※基準価額は信託報酬控除後のものです。税引前分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を再投資したものとして計算しております。なお、信託報酬率は「手続・手数料
等」の「ファンドの費用」をご覧ください。
※運用状況によっては、分配金額が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。分配金は信託財産から支払いますので、基準価額が下がる要因となります。
収益分配金には普通分配金に対して所得税および地方税がかかります（個人受益者の場合）。
※ファンド騰落率は分配金（税引前）を再投資したものとして計算しており、実際の投資家利回りとは異なります。
※基準価額の前月末比は、決算日到来月に分配金支払実績がある場合、分配金込みで算出しています。
※当ファンドはベンチマークを定めていませんが、TOPIXを参考指数として掲載しております。TOPIXは設定日前日の終値を起点として指数化しています。
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マ ザ ー フ ァ ン ド の 状 況

2021 年 9 月 末 現 在
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組入上位10銘柄

※対組入株式評価額比

2021 年 9 月 末 現 在

4 サイバーエージェント サービス業 3.5%

ネット広告専業の代理店として国内シェアトップ。足もとではネットメ

ディア「AbemaTV」の先行投資が実り、収益化のメドが見えてきた。ス

マートフォン向けゲームの「ウマ娘」が大ヒット。

5 メルカリ 情報・通信業 3.5%

スマートフォンで完結するフリーマーケットアプリ「メルカリ」を運営。

テクノロジーの活用により出品や約定力を高め顧客を拡大中。テレワーク

や巣ごもり消費の拡大が取扱高増加を後押ししている。

9 ＭＴＧ その他製品 2.9%

美容機器や化粧品を扱う「Refa」ブランドがヘアドライヤーやシャワー

ヘッドなどの新製品で好調。トレーニング関連商品を展開する

「SixPad」ブランドも今後新製品を投入予定であり、成長が期待され

る。

6
ショーボンドホール
ディングス

建設業 3.1%

橋、道路などインフラ補修工事の専業。補修材料の開発・販売から施工ま

でを一貫体制で行う。外部環境は良好で数年先まで受注の高水準が続く見

込み。

7 武蔵精密工業 輸送用機器 3.0%

シャフトやギア等を製造する自動車部品会社。次世代電気自動車（ＥＶ）

では同社の得意とする減速ギアがキーパーツとなっており、過去取引の少

なかった大手OEM（相手先ブランドによる生産）提供企業との取引が拡

大する見込み。

銘柄 業種 比率 銘柄解説

1
ＳＲＥホールディング
ス

不動産業 9.2%

ソニーの社内ベンチャーとして西山社長が起業。実際の不動産取引のデー

タをもとに、公正な不動産価格を推定するAIを開発。ＩＴで不動産取引を

効率化する不動産テック企業として先行している。

10 トラスコ中山 卸売業 2.8%

工場や屋外作業現場向け工具、消耗品、機器の卸売業。プライベート・ブ

ランド（PB）商品の強化や、自動倉庫の効率化投資などにより収益性向

上が期待される。

2 ビジョン 情報・通信業 5.1%

主力のグローバルWiFi事業はコロナ禍の影響が甚大。一方で、在宅ワー

ク向けや学校教育にＩＣＴ（情報通信技術）を導入する「ギガスクール」

構想向け用途を開拓。従来よりも収益機会の幅が広がっている。

3 田岡化学工業 化学 4.5%

住友化学の子会社で、染料、接着剤から医薬・農薬の中間体などを展開。

近年はスマートフォンレンズ向けの樹脂原料の引き合いが強く、業績をけ

ん引している。

8 日産化学 化学 3.0%

電子材料、農薬、医薬品が事業の３本柱。研究開発にかける費用や人員の

比率が高く、数百の未来の新製品の研究プロジェクトが進行している。時

代に合致した新製品による高成長が今後も続くことが期待される。
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ＴＯＰＩＸの推移

為替（米ドル・円レート）の推移

日本金利（10年国債）の推移
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※東証株価指数のデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成しています。 ※ブルームバーグのデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成して
います。

※対顧客電信売買相場仲値のデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成
しています。

マ ー ケ ッ ト の 状 況

2021 年 9 月 末 現 在

当月の市況動向

　当月の国内株式市場は上昇しました。
　菅首相が自民党総裁選挙への不出馬を表明したことで新たな総裁候補による経済対策への期待から出遅れ感のある日
本株に買いが入り、その後も新型コロナウイルスの新規感染者数の減少傾向やワクチン接種の進展等から14日に日経
平均株価と東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は約31年ぶりの高値を付けました。その後は、利益確定の売りや中国不動産
大手の中国恒大集団の債務問題を巡る不透明感に加え、中国経済の先行き懸念や欧米の半導体関連株の下落、米長期金
利上昇への警戒感などから下落し、日経平均株価の月末終値は29,452.66円（前月末比＋1,363.12円）となりまし
た。
　ＴＯＰＩＸの月末終値は2,030.16ポイント（前月末比＋69.46ポイント）、ＪＰＸ日経インデックス400の月末終
値は18,293.30ポイント（前月末比＋636.74ポイント）となりました。
　業種別では、鉱業、空運業、保険業、石油・石炭製品、不動産業などが大きく上昇しましたが、鉄鋼、海運業、機
械、非鉄金属、金属製品が下落しました。
　主な株式指標の騰落率は、日経平均株価が＋4.9％、ＴＯＰＩＸが＋3.5％、ＪＰＸ日経インデックス400が＋3.6％
となりました。その他指数については、東証2部指数が＋1.3％、日経ジャスダック平均が＋1.1％、東証マザーズが－
0.7％となりました。
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ファンドの状況

今後の見通しと運用方針

2021 年 9 月 末 現 在

　当月末の基準価額は11,007円となり、前月末比＋442円となりました。また、月間の基準価額騰落率は＋4.18％
となり、ＴＯＰＩＸ（参考指数）騰落率（＋3.54％）を上回りました。
　組入銘柄では、ビジョン、メルカリ、東映アニメーション（いずれも情報・通信業）などが堅調に推移する一方で、
ヘリオス（医薬品）、フリー（情報・通信業）、シルバーライフ（小売業）などが軟調に推移しました。
　今回は保有銘柄の一つである、田岡化学工業（化学）をご紹介します。同社は足もとで好決算が続いており、コロナ
禍による経済の停滞が見られるなかでも、会社計画を上振れて推移しています。現在の同社の成長を支えている製品は
スマートフォンレンズ等に使用される特殊モノマーです。スマートフォンメーカー各社は近年、内蔵カメラの性能を
競って向上させており、一台当たりのカメラの搭載数を増加させてきています。同社の特殊モノマーはこうした小型で
高性能が要求されるカメラレンズにとって重要な機能を添加するものであり、スマートフォンメーカーからの引き合い
が増しています。今年度から自社工場の生産能力を拡大させており、当事業の中長期的な成長が続くことが期待されま
す。この他、同社は電気自動車のモーターのコイルに使用するワニスなどを将来の成長ドライバーとみており、中国で
の現地法人の設立や生産能力の増強に取り組み始めています。同社の株価は好業績を受けて大きく上昇していますが、
いまだ本来の企業価値と比べて割安感があると考えており、保有を継続する予定です。

　当月の国内株式市場は大きく上昇しました。月前半は自民党総裁選や、新政権への政策期待などから、これまで外国
株と比べて出遅れていた日本株は大きく上昇しました。一方、月後半になると、米長期金利の上昇や、中国の大手不動
産デベロッパーである中国恒大集団による債券のデフォルト（債務不履行）リスクが高まると、利益確定の売りに押さ
れ株価は調整しました。スタイル別には、大型株、割安株が相対的に優位な展開となりました。
　10月の国内株式市場は横ばいで推移するとみています。緊急事態宣言の解除により国内の景況感が上向くとの期待
や、新政権による積極的な財政出動および規制緩和等のメッセージ発信が買い圧力になると見込まれる一方、当月の株
価の急上昇による利益確定の売り圧力も強く、株価は上下に変動しながらも、当月と同水準で推移するとみています。
　10月の運用方針としては、精緻なリスクコントロールを行いつつ、大きな変更は行わない予定です。相場全体は方
向感のない展開が続くと考えていますが、保有銘柄の第2四半期決算は想定通り良好な実績が確認されると考えてお
り、ポートフォリオは投資戦略に合致した状態が保たれていると判断しています。
　引き続き、株式市場の動向を取り巻く環境の変化はさまざまですが、当ファンドでは市場の方向性よりも個別企業の
成長性や収益性の改善、バリュエーション（企業の利益・資産など、本来の企業価値と比較して、相対的な株価の割
高・割安を判断する指標）に重点をおいて銘柄を組み入れています。今後も当社の業績予想と市場における認識との
ギャップに注目し、期待リターンが大きい企業群を中心に投資していく方針です。
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●ファンド（マザーファンドを含みます）は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。
したがって、投資元本を割込むことがあります。
●ファンドは、預貯金とは異なり、投資元本および利回りの保証はありません。運用成果（損益）はすべて投資者の
皆様のものとなりますので、ファンドのリスクを十分にご認識ください。

主な変動要因

基準価額の変動要因

株式投資リスク 株式は国内および国際的な景気、経済、社会情勢の変化等の影響を受け、また業績
悪化（倒産に至る場合も含む）等により、価格が下落することがあります。

流動性リスク 市場規模が小さいまたは取引量が少ない場合、市場実勢から予期される時期または
価格で取引が行えず、損失を被る可能性があります。

フ ァ ン ド の 特 色

投 資 リ ス ク
※ご購入に際しては、投資信託説明書（交付目論見書）の内容を十分にお読みください。

①国内の証券取引所上場株式等の中から、「変身」する国内企業を厳選
②日本株アナリストチームおよびポートフォリオ・マネジャーによるリサーチを重視したアクティブ運用

●分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの信託財産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額
相当分、基準価額は下がります。
●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場
合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水
準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
●受益者のファンドの購入価額によっては、支払われる分配金の一部または全部が実質的に元本の一部払戻しに相当す
る場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様で
す。

分配金に関する留意事項

5 / 7
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ファンドの費用

委託会社【ファンドの運用の指図を行います】 ファンドに関するお問合せ先

ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者登録番号 関東財務局長（金商）第369号
加入協会：一般社団法人投資信託協会 一般社団法人日本投資顧問業協会

ニッセイアセットマネジメント株式会社
コールセンター 0120-762-506

9:00～17:00（土日祝日・年末年始を除く）
ホームページ https://www.nam.co.jp/

受託会社【ファンドの財産の保管および管理を行います】

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

お申込みメモ

当該費用の合計額、その上限額および計算方法は、運用状況および受益者の保有期間等により異なるため、事前に記載することはできません。

ご購入に際しては、投資信託説明書（交付目論見書）の内容を十分にお読みください。

分配時の普通分配金、換金（解約）時および償還時の差益（譲渡益）に対して、所得税および地方税がかかります。詳しくは、投資
信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

詳しくは、 投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

税金

購入時
購入単位 各販売会社が定める単位とします。

購入価額 購入申込受付日の基準価額とします。

換金時
換金価額 換金申込受付日の基準価額とします。

換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として4営業日目からお支払いします。

申込に
ついて 申込締切時間 原則として毎営業日の午後3時までに販売会社の手続きが完了したものを当日受付分とします。

決算・
分配

決算日 1・7月の各25日（該当日が休業日の場合は翌営業日）

収益分配 年2回の毎決算日に、収益分配方針に基づき収益分配を行います。

その他

信託期間 無期限 （設定日：2000年７月28日）

繰上償還 委託会社はあらかじめ受益者に書面により通知する等の手続きを経て、ファンドを繰上償還さ
せることがあります。

課税関係

課税上は株式投資信託として取扱われます。公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度
「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。ＮＩＳＡをご利用の場合、毎年、一定額の範
囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課
税となります。販売会社で非課税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となり
ます。詳しくは、販売会社にお問合せください。

手 続 ・ 手 数 料 等

！
！

！
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投資者が直接的に負担する費用

購入時 購入時手数料
購入申込受付日の基準価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が独自に定める率をか
けた額とします。
※ 料率は変更となる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金時 信託財産留保額 ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

毎 日

運用管理費用
（信 託 報 酬）

ファンドの純資産総額に年率1.65％（税抜1.5％）をかけた額とし、ファンドからご負担いた
だきます。

監 査 費 用 ファンドの純資産総額に年率0.011％（税抜0.01％）をかけた額を上限とし、ファンドからご
負担いただきます。

随 時 その他の費用・
手数料

組入有価証券の売買委託手数料、信託事務の諸費用および借入金の利息等はファンドからご負
担いただきます。これらの費用は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を記
載することはできません。

※基準価額は便宜上1万口当りに換算した価額で表示されます。
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※販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によっては、新規のお申込みを停止している場合もあります。
   詳しくは、販売会社または委託会社の照会先までお問合せください。

金融商品

取引業者

登録金融

機関

アイザワ証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第3283号 ○ ○

池田泉州ＴＴ証券株式会社 ○ 近畿財務局長(金商)第370号 ○

岩井コスモ証券株式会社(※) ○ 近畿財務局長(金商)第15号 ○ ○

auカブコム証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第61号 ○ ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 ○ 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

岡三証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第53号 ○ ○ ○

極東証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第65号 ○ ○

内藤証券株式会社 ○ 近畿財務局長(金商)第24号 ○ ○

西日本シティＴＴ証券株式会社 ○ 福岡財務支局長(金商)第75号 ○

浜銀TT証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第1977号 ○

松井証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第165号 ○ ○ ○ ○

丸三証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第167号 ○

みずほ証券株式会社(※) ○ 関東財務局長(金商)第94号 ○ ○ ○ ○

三田証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第175号 ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第2336号 ○ ○ ○ ○

むさし証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第105号 ○ ○

楽天証券株式会社 ○ 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

(※)現在、新規申込の取り扱いを行っておりません。
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取 扱 販 売 会 社 名
一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融

商品取引業

協会

登 録 番 号
日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

ご 留 意 い た だ き た い 事 項

取 扱 販 売 会 社 一 覧

①投資信託はリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動し、運用成果（損益）はすべて投資者の皆様のものとなります。
投資元本および利回りが保証された商品ではありません。

②当資料はニッセイアセットマネジメントが作成したものです。ご購入に際しては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論
見書）、契約締結前交付書面等（目論見書補完書面を含む）の内容を十分にお読みになり、ご自身でご判断ください。

③投資信託は、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関で購入された場合、投資者保
護基金による支払いの対象にはなりません。

④投資信託のお取引に関しては、クーリング・オフ（金融商品取引法第37条の6の規定）の適用はありません。
⑤当資料のいかなる内容も将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。また、資金動向、市況動向等によっては方針
通りの運用ができない場合があります。

⑥当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
⑦当資料のグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手
数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

⑧当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属し
ます。


